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計百等の見直し案

決まる
山鳥坂ダムの計画見直し案が5月17日、大洲市役所大ホールで聞かれ

た「山鳥坂ダム(建設分水)対策協議会J(桝田輿一会長)の理事会で提

示されま した。この理事会には、肱川流域自治体の首長や議長ら関係者

約30人が出席し、国土交通省四国地方整備局の佐藤直良河川部長から見

直し案についての説明を受けました。見直し案の概要は次のとおりです。

新しい世紀の「ミス大別IJを選ぶミ

ス大別|選出大会 (二次審査)が5月27
日旧)、 大洲市民会館大ホ ルで開催さ

れ、次の3人が選ばれました。

6月1日の「うかい聞き」に粋な浴

衣姿てもデビューしたミス大洲の3人
は、さっそく伊予の小京都 「おおず」

のPRに活躍していました。
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ミス大洲代表

山本あゆみさん
(20歳-東大百十1)

周りに見える山々や、
きれいな肱川の風景が大
好き!と明るく語る山本
さん。今年3月まで、札
幌で映画制作などを学ん
でいたそうで、趣味は映
画鑑賞と写真とか。身近
な光景のすばらしさに気
付く感性はさすが 1

ミス大洲

樋由美穂さん
(23歳・春賀)

趣味で、スノーボード
をはじめたという、明
るく活発な性格の樋田
さん。選出大会では
「預金はぜひ私ども
にJと、勤務する銀行
もしっかり PR。これ
なら大洲のPRもまか
せて安心 !

2 

ミス大洲

僧岡 樺さん
(21歳・菅田)

スッと伸びた背筋。
姿勢のよさが印象的
だ、った増岡さん。小学

校の頃から剣道をやっ
ていたと聞いて納得。
腕前もかなりのものと
か。その礼儀正しさで
小京都の風情をうまく
PRしてネ !

ダム器国見直b巴&~~勤器

ダムの効果は現状より 7割以上増
します。これと河川改修により、
既往最大洪水※1にも対応可能とな
ります。

※ l 既往最大洪水.昭和18年以降の洪
水では、昭和18年洪水の氾濫量をI引 雪
道に戻した毎秒5，400トンが最大とな| 云

¥ ります。 ノ E 

jダムの一元的な管理 iE 

山鳥坂ダム完成後、野村、鹿野川|、 iE
山鳥坂の 3ダムは、下流の河川改修E
の整備状況に合わせた最も効果的なiE
洪水調節が出来るよう 一元的な管理i三
を行います。 jE 

-1 !!1M 己 iE

.中小洪水にも対応可能な操作規則等E
の連携 iE 

-情報連絡体制の充実 E 

肱
川
の
安
全
安
心
の
確
保
の
た
め
に

見
直
し
方
針

1

ダ
ム
と
河
川
改
修
に
よ
り
、

治
水
安
全
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

2

ダ
ム
は
、
最
大
限
の
洪
水
調
節
効
果
を
発
揮
さ
せ
ま
す
。

[ダ
ム
計
画
]

1

鹿
野
川
ダ
ム
は
、
す
べ
て
肱
川
の
洪
水
調
節
、
下
流
の
流
況
改
善

の
た
め
に
使
い
ま
す
。

2

山
鳥
坂
ダ
ム
は
、
ゲ

I
卜
調
節
方
式
に
変
更
し
ま
す
。

3

3
ダ
ム
は
一
元
的
な
管
理
を
行
い
ま
す
。

[
河
川
改
修
]

下
流
部
か
ら
実
施
す
る
こ
と
を
原
則
に
、
地
形
特
性
に
も
配
慮
し
な

が
ら
実
施
し
ま
す
。
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山鳥坂ダムの洪水調節はゲート調節方式に変更 : 

山鳥坂ダムは、維持管理が容易な自然調節
方式で計画していましたが、よりきめ細かな
操作が可能なように、ゲート調節方式に変更
し、より効果的な洪水調節を目指します。

(特性)
・維持管理は必要と
なりますが、自然 I

調節方式と同じ調
節効果を発葎~-tt
る場合 には少ない

室量で対応が可能
となります。
また、 下 流の河川
改 修 の 状 況等 に応

| じた操作に対応可| 能です。

山鳥坂タムの洪水調節方式
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(特t性)
・同じ洪水調節効果
の割には洪水調節
容量がたくさん必
要ですが、維持管
理は容易です。



治水利水
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肱
川
の
河
川
環
境
の
た
め
に

I

水
環
境
の
保
全
(
清
流
復
活
)

見
直
し
方
針

ダ
ム
が
な
い
自
然
の
流
れ
の
復
活
を
目
指
し
ま
す
。

過
去
で
最
も
良
か
っ
た
頃
の
水
質
を
目
指
し
ま
す
。

3

過
去
、
最
も
流
量
が
少
な
か
っ
た
時
と
同
様
の
時
に
も
、
河
川
環
境
に
大
き
な

影
響
が
出
な
い
状
況
を
目
指
し
ま
す
。

2 具
体
的
に
は

①
鹿
野
川
ダ
ム
の
発
電
容
量

・
死
水
容
量
を
廃
止
し
、
肱
川
の
洪
水
調
節
、

の
流
況
改
善
を
図
り
ま
す
。

②
貯
留
制
限
の
設
定
に
よ
り
、
ダ
ム
が
な
い
自
然
流
況
の
復
元
を
図
り
ま
す
。

①
現
況
の
渇
水
流
量
に
対
し
て
倍
近
く
の
流
量
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
過
去
、
最
も
流
旦
一
旦
が
少
な
か

っ
た
時
と
同
様
の
時
に
も
、
河
川
環
境
に
大

き
な
影
響
が
出
な
い
状
況
を
目
指
し
ま
す
。

....ダム計画見直し案が提示された理事会 (5月17日)

渇水時

水量が毎秒6.5トン(夏期) ・毎秒5.5トン(冬期)を下回る場合、ダムか
ら補給し、毎秒6.5トン(夏期) ・毎秒5.5トン(冬期)を維持します。

E-盛盤底ヨ

流量を、大洲市の上
水道の使用量(1日
一人当たり500'1.0
に換算すると l日で
は、
3トンは約52万人分
6.5トンは約112万人分
20トンは約346万人分
に相当します。

(データを基にCGにより再現)

平水時

また、毎秒20トン
以下の時は、ダ
ム群全体では水
を貯めません。

下
流
部

{平成13年4月4日写真撮影)

その結果、計画基準年である平成6年でみると、毎秒6.5トン(夏期) ・毎秒5.5トン
(冬期)を下回る日は、現状では29日ですが、ダム完成後は解消されます。
また、毎秒6.5トン以上毎秒20'，以下の時は、ダムがない自然の流れの復活を目指
します。

E 

河
川
環
境
保
全
等
へ
の
配
慮

見
直
し
方
針

-

人
や
動
植
物
に
や
さ
し
い
川

ε

つ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

・
多
様
で
貴
重
な
肱
川
の
生
態
系
を
保
全
し
つ
つ
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

2

沿
川
域
の
環
境
に
配
慮
し
た
川
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・
河
川
改
修
は
、
多
自
然
型
の
川
づ
く
り
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
河
川
環
境

の
保
全
に
努
め
ま
す
。

肱
川
の
水
利
用
に
つ
い
て

肱
川
流
域
の
水
利
用
に
は
万
全
を
目
指
し
ま
す
。

-
ダ
ム
下
流
域
で
利
用
さ
れ
て
い
る
水
道
用
水
や
農
業
用
水
は
、
基
本
的
に
渇
水

時
で
も
利
用
可
能
な
よ
う
に
利
水
安
全
度
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

肱 刃ミ
そ川 ____L...
のの II 
範治 ，.... 

間共 tこ
に j可__.，.
お川 J ノ

i費い
予利 守戸
分水 、
7}くを
す優
る先
考し
えま
方す
で。

すそ
。の

上
で
ノ¥
刀ミ

カ
が
生
じ
れ
ば

※余力とは、肱川の洪水調節、河川環境保全、水利用等の課題解決を先取りした後のものを指します。

貯留制限

大洲地点での流量が毎秒20トン以下の場合(1年のうち

半分程度の日数)は、 3ダム合計でダムに貯留しない操作

を原則とします。

取水制限

分水は、大洲地点の水量が豊かで、ない時(毎秒20トン以

下)は、 山鳥坂ダムに貯めた水で、確保し、水量が豊かな時

(毎秒20トン以上)に限って、ダム下流域の水も利用 します。

分水量を(毎秒1.35トン)と仮定

幽
匹遍函

亡ゴ〉

現計画分水量(毎秒1.95トン)

過去40年間の平均

|結果として、 余力は毎秒1.35トン相当になります。|
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『子供の森計画』
柳沢の
ビ‘ッグフロジェク卜

ヴ

キで

よ
みどりの日の4月29日、柳沢小学校(神山和美校

長)の緑の少年団の子どもたちが 「自分たちでヒノ

キを育て、約40年後にそのヒノキで家を建てよう」

という壮大なプロジェクトに取り組み始めました。

烹てfミ
側議長
w 一家を建て

ノヒ

をレ
ha

-
d
''
 

+R
 

E
官
庁
'キノ

ち
ヒ
た

た
も

川
川
ジ
」

.
付
子

1

え
る

植
や

企

大
き
く
育
て
て

立
派
な
家
を
建
て
た
い
l

....愛媛県大洲出張所や大洲市森林組合の職員から苗床へのヒノキ枝の
植え付け方を教えて もらう子どもたち

か
つ
て
、
柳
沢
地
区
と
い
え
ば
林
業
が
と

て
も
盛
ん
な
地
域
で
し
た
。
そ
こ
で
子
ど
も

た
ち
に
森
林
や
林
業
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
、
生
ま
れ
育
っ
た
柳
沢
の
森
と
か
か
わ

り
あ
い
な
が
ら
、
将
来
地
元
で
暮
ら
し
て
も

ら
い
た
い
と
の
願
い
を
込
め
て
、
柳
沢
小
学

校
P
T
A
(篠
原
喜
英
会
長
)
に
よ
っ
て
こ

の
計
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
親
子
や
関
係
者
ら
約
五
十
人

が
参
加
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
緑
の
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
は
用
意
さ

れ
た
苗
床
に
、
早
速
一
人
五
十
本
ず
つ
丁
寧

に
ヒ
ノ
キ
枝
を
植
え
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

二
O
四
三
年
に
は
完
成
予
定

ヒ
ノ
キ
枝
は
こ
れ
か
ら
約
二
年
間
、
学
校

や
畑
で
成
長
さ
せ
た
後
、
各
自
の
山
に
植
林

し、

二
O
四
三
年
に
は
伐
採
し
て
自
分
た
ち

の
家
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

今
は
小
さ
な
ヒ
ノ
キ
枝
も
や
が
て
子
ど
も

た
ち
の
背
丈
を
越
え
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し

を
守
る
家
と
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
ヒ

ノ
キ
枝
、
ど
ち
ら
も
将
来
が
楽
し
み
で
す
。

r 

j
大
洲
市
総
合
体
育
館
で
開
催
j

五
月
二
十
四
日
閥
、
四
国
防
災
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

(国
土
交
通
省
・
愛

媛
県
主
催
)
が
大
洲
市
で
開
催
さ
れ
、
講
演
や
模
擬
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
市
町
村
長
に
災
害
時
の
対
応
な
ど
を
学
ん
で
も
ら

お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
県
内
の
市
町
村
長
や
福
田
昌
史
・
国
土
交
通

省
四
国
整
備
局
長
、
加
戸
守
行
・
愛
媛
県
知
事
ら
約
五
百
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

演
習
指
導
官
を
務
め
る
志
方
俊
之
・
帝
京
大
学
教
授
が
「
防
災
対
策
の

基
本
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
、
そ
の
後
の
模
擬
訓
練
で
は
大

洲
市
職
員
と
選
抜
さ
れ
た
長
浜
町
職
員
と
で
組
織
さ
れ
た
災
害
対
策
本
部

の
約
四
十
人
が
①
被
害
の
軽
減
対
策
、
②
住
民
の
避
難
対
策
、

③
は
ん
ら

ん
被
害
後
の
対
応
の
三
段
階
の
模
擬
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

で ザ
確 l梅
認ド雨
しマ前

ツ線
いプに
ざ(よ
と全る
い世豪
う帯雨
とにや
き配
の布台
た中風
め ) シ
ので !
心 避 ズ
が難ン
ま場に
え所備
をやえ
し避て
て難
お経皆
き路さ

まをん企 トップセミナーの名称どおり県下の市町
し家も 村長が多数参加しました。
よ族ハ

、
っ
!
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勲
五
等
瑞
宝
章

春
の
叙
勲
の
受
章
者
が
、
四
月
二

十
九
日
付
で
総
務
省
か
ら
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

大
洲
市
か
ら
は
、
元
特
定
郵
便
局

長
で
郵
政
事
業
の
発
展
に
貢
献
し
た

辻
幸
喜
さ
ん

(菅
田
町
菅
田
)
が
勲

五
等
瑞
宝
章
(
郵
政
事
業
功
労
)
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

6月30日(土)は正午か5無料開放

Jl-?。ン

統
計
功
績
者
表
彰

平
成
十
二
年
度
国
勢
調
査
に
お
い

て
功
績
の
あ

っ
た
指
導
員
及
び
調
査

員
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
洲
市
で
は
調
査
員
と
し
て
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
紺
田
時
子
さ
ん

(大
洲
)
に
対
し
総
務
大
臣
か
ら
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

8月30日，...， 8月31日

勲
五
等
瑞
宝
章

元
公
立
中
学
校
長
で
地
域
教
育
の

発
展
に
貢
献
し
た
有
友
正
一
郎
さ
ん

(菅
田
町
菅
田
)
が
勲
五
等
瑞
宝
章

(
教
育
功
労
)
を
受
章
さ
れ
、
今
年

一
一
月
二
十
八
日
、
市
役
所
特
別
応
接

室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

50mプールをはじめ、水しぶきを上げ

て滑り降りるスライダ一アール、 川のよ

うに流れる流水プール、小さなお子さん

には幼児用プーjレと魅力いっぱいです。

6月30日(士)""
8月31日(金)

9時30分"，，17時
【連絡先】運動公園プール(平野)

宮 24-4704
※ 8月31日も17時まで開園します。

【開園期間]

宅地分譲のお知らぜ ~ ~ 
大洲市土地開発公社

(財)大洲住宅協会

大洲市役所 2階ft24-7118お問い合わせは、

/合合.~、札/ ¥. 

固 nレ4田ゐ|

大
洲
市
土
地
開
発
公
社

山

と
細
川
大
洲
住
宅
協
会
は
、

'

次
の
よ
う
に
宅
地
を
分
譲

山

し
ま
す
。

{
分
譲
の
場
所
及
び
区
画
数
}

中

村

・

肱

川

地

区

三

区

画
H

(J
R
伊
予
大
洲
駅
西
側
)

平
野
・
城
の
下
地
区
二
区
画

m

(
運
動
公
園
入
口
)

【
申
込
受
付
】

O
期
間

平
成
十
三
年
七
月
二
日
聞
か
ら

川

平
成
十
三
年
七
月
十
三
日
幽ま

で

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く

川

O
受
付
時
間

八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
ま
で

川

【
分
譲
条
件
}

五
年
以
内
に
住
宅
を
建
築
し
、

自
ら
が
入
居
す
る
人
で
、
年
齢
が

川

二
十
歳
以
上
の
人
。

そ
の
他
の
条
件
は
、
土
地
開
発

川

公
社
、
住
宅
協
会
ま
で
お
問
い
合

川

わ
せ
く
だ
さ
い
。

山

{
そ
の
他
の
宅
地
分
譲
}

山

現
在
、
富
士
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン

山

(
菅
田
)
、
北
只
下
団
地

(
北
只
)
、

山

梁
瀬
団
地
(
柚
木
)
の
分
譲
を
行
つ

山

て
い
ま
す
。

山

こ
れ
ら
の
団
地
は
、
随
時
申
し

山

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

山

で
、
希
望
す
る
人
は
、
お
早
め
に

山

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

山

5 
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歩行者{之

目くはり
気くばり

~警の交通安寧/
県尽淳司
7月16日---25日

交通事故防止

歩
く
人
は

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
必
ず
止
ま
っ
て
左
右
の

安
全
を
確
認
し
、
手
を
上
げ
て
横
断
し
ま
し
ょ
う

0

.
歩
道
橋
や
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
を
で
き
る
だ
け
利

用
し
、
安
全
な
横
断
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
渋
滞
し
て
い
る
車
両
の
前
後
か
ら
は
飛
び
出
さ
な
い

よ
、
つ
に
し
ま
し
ょ
、
っ
。

自
動
車
を
運
転
す
る
人
は

・
走
行
速
度
の
確
認
を
し
、
十
分
な
車
間
距
離
を
保
ち

宇
ナ
し
ょ
、
っ
。

・
横
断
歩
道
を
歩
行
者
が
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
と
き

は
、
一
時
停
止
し
、
歩
行
者
が
通
過
し
て
か
ら
進
行

し
ま
し
ょ
、
っ
。

・
交
差
点
で
は
安
全
確
認
を
し
、
徐
行
や
、
一
時
停
止

を
し
て
、
歩
行
者
・
自
転
車
の
安
全
に
配
慮
し
ま

し
ょ
、
っ
。

・
渋
滞
中
の
対
向
車
線
か
ら
の
飛
び
出
し
に
注
意
し
ま

し
ょ
、
つ
。

・
交
通
弱
者
の
保
護
に
努
め
、

し
ょ
、
っ
。

正
確
な
合
図
を
し
ま

6 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
れ
!

こ
ん
な
と
き
国
民
年
金
の
届
け
出
が
必
要
で
す

第
3
号
被
保
険
者
に
な
る
と
き

①
結
婚
し
て
夫
の
扶
養
(
被
扶
養
配

偶
者
)
に
な
っ
た
と
き
。

②
勤
め
を
や
め
た
り
収
入
が
減
っ
て

夫
の
扶
養

(被
扶
養
配
偶
者
)
に

な
っ
た
り
し
た
と
き
。

③
夫
が
転
職
し
て
別
の
会
社
員
と

な
っ
て
夫
の
扶
養
(
被
扶
養
配
偶

者
)
に
な
っ
た
と
き
。-

第
3
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

配
偶
者
の
加
入
し
て
い
る
被
用
者
年

金
制
度
全
体
か
ら
国
民
年
金
制
度
に

対
し
て
拠
出
金
と
し
て
負
担
さ
れ
る

の
で
、
個
別
に
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
第
3
号
被
保
険
者
の
届
出

を
遅
れ
て
行
っ
た
場
合
は
、
第
3
号

被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
直
近
の
2

年
間
ま
で
の
期
間
は
遡
及
し
て
国
民

年
金
の
保
険
料
納
付
済
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
期
間
は

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

• 

パパもママも
リフレッシュ!

二混
ぜヘ礼

• -• 
• 
• 
• 

第
1
号
被
保
険
者
に
な
る
と
き

①
収
入
が
増
え
て
夫
の
扶
養

(被
扶

養
配
偶
者
)
で
な
く
な

っ
た
と
き

②
夫
が
会
社
を
や
め
て
自
営
業
者
に

な
っ
た
と
き

③
夫
と
死
別
し
た
り
、
離
婚
し
た
と

き
(
厚
生
年
金

・
共
済
組
合
の
加

入
者
は
除
く
)』

事

大
会
社
員
等
で
厚
生
年
金
・
共
済
組

合
に
加
入
す
れ
ば
、
第
2
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。
事
業
所
等
で

届
出
さ
れ
ま
す
の
で
個
別
に
届
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で

宮
(
匂
2
1
1
1
(内
線
1
1
1
)

• 

• 

可 出む。;
双生児家庭訪問事業について
件卦全国ベビーシッター協会では、

3歳未満の双生児など多胎児の育児
を行う保護者(社会保険適用者)が、
年I回、リフレッシュをするために
在宅保育を実施する事業を行ってい
ます。
この事業を利用したい方は、直接

(紛全国ベビーシッター協会までお問
い合わせ下さい。
[問い合わせ先]
社団法人全国ベビーシッター協会
東京都渋谷区神宮前5-53-1
~03-3797-5020 

• • 
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市
内

長ミも織も噴も位も震
今年も皆さんのご協力を

-
斉
清
掃

7月lま

河川愛護月間

毎
年
七
月
は
「
河
川
愛
護
月
間
」

で
す
。「

水
辺
に
や
す
ら
ぎ
、
心
に
ゆ
と

り
」
の
推
進
標
語
の
も
と
、
豊
か
で

住
み
良
い
郷
土
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加

・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
愛
護
の
精
神
で
、

河
川
清
掃
な
ど
に
も
参
加
し
て
み
ん

な
で
河
川
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

国
土
交
通
省
大
洲
工
事
事
務
所

7
月
日
日
実
施

今
年
も
七
月
第
三
日
曜
日
に
市
内
一
斉
清
掃

(郷
土
美
化
運
動
)
を

実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

{
日
時
】
七
月
十
五
日
田

午
前
七
時
か
ら

{
場
所
}
市
内
の
河
川
、
道
路
、
公
固
な
ど

{
作
業
内
容
}
草
刈
り
、
ご
み
の
収
集
・
除
去
、
下
水
溝
の
清
掃
な
ど

{
問
い
合
わ
せ
先
}
保
険
環
境
課
環
境
保
全
係

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
1
6
2
)

※
こ
の
清
掃
以
外
で
も
、
地
域
活
動
と
し
て
清
掃
作
業
の
予
定
が
あ
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
険
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

力
ヌ
l
の
楽
し
さ
を

み
ん
な
で
体
験
し
よ
う
!

清
流
肱
川
を
会
場
に
、
今
年
も
カ
ヌ
1
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
自
然
に
親
し
み
、
川
の
楽
し
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
味
わ
え
る
大
会
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第12聞 大 洲 市

カヌーツーリンク‘駅伝大会
[開催日時]平成13年 8月19日(日)

午前 9時から

[コース]大成橋~城山下 15.3km(5区間)

[参加資格]中学生以上で心身ともに健康な人

[定 員]50チーム程度

監督… l人(選手兼監督可)

選手… 5人、補欠… 2人まで

[クラス]初心者から上級者までA・B.Cのク

ラスに分かれます。

[参加料]無料

[申し込み受付期限]平成13年 7月30日(月)

[申し込み・問い合わせ先]

大洲市教育委員会内

大洲市カヌーツーリング駅伝大会実行委員会事務局

大洲市大洲690-1 ft24-2111 内線555

? 
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若
さ
と
工
ネ
凡
ギ
ー
を
ま
ち
づ
く
り
巴
活
か
を
う
1
・

6
耐
職
員
募
集

大
洲
市
で
は
、
平
成
十
三
年
度
の
職
員
募
集
を
次
の
よ

う
に
実
施
し
ま
す
。

大

洲

市

役

所

採
用
予
定
職
種
、
人
員
及
び
学
歴
な

ど
A
事
務
職
員
〈
大
学
卒
〉

三
人
程
度

B
事
務
職
員
〈
短
大

・
高
校
卒
〉一

人
一
人

一
人

一
人

C
保
育
士

D
幼
稚
園
教
諭

E
学
芸
員

受
験
資
格

①
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
人

②
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
(
成

年
被
後
見
人
な
ど
)
に
該
当
し

な
い
人

③
採
用
後
は
、
大
洲
市
内
に
居
住

可
能
な
人

④
A
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学

校
を
平
成
十
四
年
三
月
末
ま
で

に
卒
業
(
見
込
み
)
の
人

⑤
B
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

学

校
を
平
成
十
四
年
三
月
末
ま
で

に
卒
業
(
見
込
み
)
の
人

⑤
C
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保

育
士
の
資
格
を
有
す
る
人
又
は

平
成
十
四
年
三
月
末
ま
で
に
資

格
取
得
見
込
み
の
人

⑦
D
は
、
昭
和
五
十

一
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
幼

稚
園
教
諭
の
免
許
を
有
す
る
人

又
は
平
成
十
四
年
三
月
末
ま
で

に
免
許
取
得
見
込
み
の
人

③
E
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学

芸
員
の
資
格
を
有
す
る
人
又
は

平
成
十
四
年
三
月
末
ま
で
に
資

格
取
得
見
込
み
の
人
。
た
だ

し
、
考
古
学
、
史
学
、
発
掘
調

査
に
関
す
る
知
識
と
発
掘
調
査

の
経
験
を
有
す
る
人
に
限
る
。

受
付
期
間

六
月
二
十
二
日
i
七
月
十
三
日

た
だ
し
、

B
は
六
月
二
十
二
日
1

八
月
二
十
日

そ
の
他

受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く

は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職
員
採

用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
市
長
公
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

宮

@

2
1
1
1
(内
線
3
1
2
) • • • • • • • • • • 

• 
4
6
山
也

• 

ん
水

.

が
る

・

も
語

三
つ
レ
」

• 

カ
l
」

・

れ
す

-

こ
ま
ん

「
り
さ

• 

企

-・
今
の
仕
事
は
市
の
予
算
に
関
す
る

・

こ
と
な
ん
で
す
が
、
先
輩
に
教
え
て

・

い
た
だ
き
な
が
ら
仕
事
を
覚
え
て
い

.

ま
す
。
集
計
の
数
字
が
ぴ
っ
た
り

い

合
っ
た
と
き
な
ど
は
小
さ
な
喜
び
を

・

感
じ
ま
す
よ
。

-

仕
事
と
い
う
の
は
当
日
に
な
っ
て

・

慌
て
て
も
ダ
メ
で
す
ね
。
勤
め
は
じ

.

め
て
準
備
の
大
切
さ
が
よ
く
わ
か
り

.

ま
し
た
。

い

採
用
試
験
を
受
け
る
皆
さ
ん
へ

-

試
験
で
は
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め

・

ず
、
時
間
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
ろ
う
!

は
じ
め
ま
し
て

水

池

彰

宏

さ
ん
(
総
務
財
政
課
)

良@u力フ怒と@厩園巴j
重の目差し
紫外線に注意

8 

閣盟副理麗垣-額調|
地球

オゾン層破壊の問題

地球のオゾンの大部分は成層圏に存在し、オゾン
層と呼ばれています。

オゾン層では生物に害を与える紫外線の多くが吸
収され、生物を守っていますが、この大切なオゾン
層が人工の科学物質によって破壊されるとして問題
になっています。
破壊の原因物質は特定の種類のフ口ン等ですが、

これらフロンは地上では他の物質と反応せず、ほと
んど無毒で圧力に応じて容易に気化、液化を繰り返
したり、油をよく溶かすなどの性質を有するため、
各方面で広く使われてきました。大気中に放出され
たフ口ンが成層圏まで到達すると 、強い紫外線を受
けて分解され塩素が生成されます。これがオゾン層
を破壊するため、オゾン層によって遮断されていた
紫外線は直接地表に到達して、その結果、人の皮ふ
ガンや白内障の増加などの健康被害が、生じます。さ
らに、浅海域の動植物プランクトンに致命的な打撃
を与えるほか、穀物など農業生産量の減少も予想さ
れます。
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市
立
大
洲
病
院

藤
樹
先
生
略
伝
①

こ
れ
ま
で
、
「
い
ま
、
ど
う
し
て

中
江
藤
樹
な
の
か
」
「
中
江
藤
樹
の
子

孫
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
」

な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
。

今
回
か
ら
は
原
点
に
か
え
っ
て
藤

樹
先
生
の
略
伝
と
、
そ
の
学
問
に
つ

い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

誕
生

よ
A

b

ん

沖
江
簸
樹
ニ℃
祖
称
与
右
衛
門
・
名

は
原

・
字
は
惟
命
)
は
、
慶
長
十
三

(
一
六
二
二
)
年
、
近
江
の
小
川
村

(
滋
賀
県
高
島
郡
安
曇
川
町
大
字
上

め
川
)
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は
吉

次
、
母
は
市
、
両
親
は
農
業
を
営
ん

で
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

慶
長
十
三
年
と
い
う
の
は
、
関
ケ

原
の
戦
い
が
終
わ
っ
て
八
年
、
江
戸

幕
府
が
聞
か
れ
て
五
年
目
で
す
。

米
子
か
ら
大
洲
へ

九
歳
の
と
き
、
当
時
米
子
藩
加
藤

家
に
仕
え
る
百
石
の
武
吐
庁
あ
っ
た

祖
父
、
中
江
徳
左
衛
門
吉
長
の
養
子

と
な
り
ま
し
た
。

米
子
に
行
っ
た
与
右
衛
門
は
、
幼

い
な
が
ら
祖
父
母
に
よ
く
仕
え
、
文

武
の
稽
古
に
励
み
ま
し
た
。
特
に
文

字
は
驚
く
ほ
ど
上
達
し
、
一
年
足
ら

ず
の
聞
に
祖
父
の
簡
単
な
手
紙
の
代

筆
が
で
き
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

元
名
三
(
一
六
O
九
)
年
七
月、

加
藤
家
は
伊
予
大
洲
へ

転
封
と
な
り

与
右
衛
門
も
、
祖
父
母
と
と
も
に
大

洲
へ
移
り
ま
し
た
。

(4) 

大
洲
に
落
ち
着
い
た
与
右
衛
門
壮

渥
敷
の
活
吋
に
あ
っ
た
寺
(
菅
緩

幌
戸い

の
沃
探
知
弗
に
入
門
し
、
庭
訓

往
来
や
貞
永
式
目
等
を
学
び
ま
し

た
。
庭
訓
往
来
と
い
う
の
は
室
町
時

代
に
、
上
流
武
士
の
学
間
の
手
ほ
ど

き
と
し
て
書
か
れ
た
手
紙
文
で
す
。

貞
永
式
目
と
い
う
の
は
鎌
倉
時
代
の

武
士
の
規
則
を
書
い
た
も
の
で
す
。

縄
問

3
4
3説
的
陥

mUT
i
-、

轟
圃
司

.ド

Z場
0

・6a品
川

袖

岨
申

告

篠

崎

智
九
時
噛

-
パEA

院時夫
酋
目

風
早
へ

大
洲
へ
移
っ
て
半
年
後
の
冬
、
祖

父
吉
長
は
風
早
郡
(
現
在
の
北
条
市

や
中
島
町

・
松
山
市
の
一
部
)
の
代

官
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

十
歳
の
与

右
衛
門
も
風
早
に
移
り
住
み
ま
し

た
。こ

の
と
き
祖
父
は
七
十
歳
、
代
官

と
し
て
よ
く
民
心
を
治
め
、
松
山
藩

と
の
交
渉
も
こ
な
す
立
派
な
武
士
で

し
た
。
祖
母
は
五
十
九
歳
、
穏
和
な

人
で
与
右
衛
門
を
慈
し
み
育
て
ま
し

た。
風
早
は
海
と
山
に
恵
ま
れ
た
自
然

の
美
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

(大
洲
藤
樹
会
) 企龍護山

9 
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手

当
• 

在
宅
福
祉

度

大
洲
市
福
祉
事
務
所
(
社
会
福
祉
課

・
高
齢
福
祉
課
)

福
祉
・
在
宅
福
祉
に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

談
く
だ
さ
い
。

で
は
、
母
子

ど
う
ぞ
ご
相

三，連E
I -~:モネ:?i~三?
三二言ご二三:z:i'ヨ

ミミミ福;
主主:率直
掻三課長
三処方EJ
iq察 ?

出EE
区際 戦
機 寒 気

ぶ1

児

童

扶

養

手

当

【受
給
資
格
}

①
受
給
者
要
件

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は

母
に
か
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に

対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の

国
民
年
金
、
思
給
、
厚
生
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
受
給
者
は
、
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

十
八
歳
未
満
の
児
童
(
年
度
内
は

有
効
)
ま
た
は
二
十
歳
未
満
で

一
定

以
上
の
障
害
を
有
す
る
児
童
で
、
次

の
ア
ー
ク
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
。ア

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

イ

父
母
が
死
亡
し
た
児
童

ウ

父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

工

父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童

オ

父
が
引
き
続
き

一
年
以
上
遺
棄

し
て
い
る
児
童

カ

父
が
引
き
続
き
一
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

キ

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童

ク

キ
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明
ら

か
で
な
い
児
童

{
請
求
時
効
}

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
日
か
ら
、
起
算
し
て
五
年
を

経
過
す
る
と
請
求
で
き
な
く
な
り
ま

す
。{手

当
額

(月
額
)】

児
童
一
人
の
場
合

四
万
二
、
三
七
O
円

児
童
二
人
の
場
合

四
万
七
、

三
七
O
円

以
下
、

一
人
増
す
ご
と
に

=
1
0
0
0
円
ず
つ
加
算

{
所
得
制
限
】

前
年
分
の
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務

者
な
ど
の
所
得
が
二
疋
額
以
上
の
人

は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

【
現
況
届
}

手
当
受
給
者
は
、
毎
年
八
月
に
前

年
分
の
所
得
な
ど
に
関
す
る
現
況
屈

を
提
供
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
手
続
き
】

申
請
書
、
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
謄

本
、
所
得
証
明
、
診
断
書
な
ど
の
提

出
が
必
要
で
す
。

手
当
額
は
い
ず
れ
も
平
成
十
三
年

四
月

一
日
現
在
の
も
の
で
す
。

予

/
¥叩、
ん
一
、
何
刊
一
''剖、，
'
N
打
、
，
り

も、
，v
判

U
1
引
剖
引

'
'
N
F
r
，刊
引
剣
、-とお
V
7
引
〆
'
r
Tふ
〆
九

u
，
、
令
、
山
市
バ
、

4
P〆
、
u

w
話
回
一
齢
福
祉
課
税
窓
一
一民
で
ま
宗
主
将

奈川一以一三一応一
匹銃一
主
主
……ぃk
mw…総
お
お
む
…一一

ふ三へ、
M
A
'
円
伊
伊
丹
u
hm
叫，

h

一
九
民
、
M
r
AJ
V
〆4psM(~、同，
A
川
γ
，
引
所
穴
、
同
，
A
v
o
n
-
1
4
、阿
山

M
P阿
除
町
一R
M，
p
w一一円、
N
h
M
ι

{
受
給
資
格
}

在
宅
で

一
定
以
上
の
障
害
を
有

し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
二
十
歳
未

満
の
児
童
。

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
人
は
除
き
ま
す
。

{
手
当
額
(
月
額
)
】

一
万
四
、
六
一

O
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

{
受
給
資
格
】

①
受
給
者
要
件

ア

障
害
児
を
父
ま
た
は
母
が
介
護

す
る
場
合

イ

父
母
が
い
な
い
か
、
父
母
の
い

ず
れ
も
が
障
害
児
を
介
護
し
な

い
た
め
、
父
母
以
外
の
人
が
障

害
児
を
養
育
す
る
場
合

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
常
に
介
護
を
必
要

と
し
て
い
る
二
十
歳
未
満
の
児
童
。

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
二
十
歳
未
満
の
児
童
は
除
か
れ

ま
す
。

{
手
当
額
(
月
額
)}

対
象
児
童

一
人
に
つ
い
て

一
級
・:
五
万

一
、
五
五
O
円

二
級
・:
三
万
四、

三
三
O
円

10 

特
別
障
害
者
手
当

{
受
給
資
格
}

在
宅
で
一
定
以
上
の
障
害
を
有

し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も

特
別
な
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
二

十
歳
以
上
の
人
。

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
人
や
医
療
機
関
に
三
カ
月
を
超

え
て
入
院
し
て
い
る
人
は
除
き
ま

す
。【手

当
額

(月
額
)}

二
万
六
、
八
六
O
円

在
宅
老
人
介
護
手
当

{
受
給
資
格
}

居
宅
で
寝
た
き
り
の
状
態
ま
た
は

重
度
の
痴
ほ
う
が
、
六
カ
月
以
上
継

続
し
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
者
と

同
居
し
、
日
常
生
活
の
介
護
を
し
て

い
る
人
。

【
手
当
額

(月
額
)】

七
、
五
O
O
円

{
現
況
届
}

手
当
受
給
者
は
、
毎
年
三
月
に
現

況
屈
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
手
続
き
}

世
帯
全
員
の
住
民
票
(
謄
本
)
を

添
え
て
所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
人
は
、
民
生
児
童
委
員

ま
た
は
高
齢
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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g月~~日開催#01 

動物をわが吾のように愛し、 「ムツゴロウjの名で

親しまれている作家の畑正憲さんを迎えての講演会で

す。自然と人聞の関わりあいと大切さ、劃物とのふれ

あいの尊さなど数々の体験談は感動的です。皆さんの

ご来場をお待ちしております。

8月 24日(金)

開場 18 : 30 開会 19 : 00 

大洲市民会館大ホール

畑正憲さん

「命に恋して」

1，000円

時]

[場所]

[講師]

[演題]

[聴講料]

{日

7月16日(月)聴講券は、教育委員会及び市内の告公民館で、

か5販売します。

※駐車場は、大洲市民会館・大洲小学校 ・大洲南中学校を

ご利用ください。

※詳しくは、教育委員会社会教育体育課まで。

fi2 4 -21 1 1 内線 552 講師は「ムツコロウJこと畑正憲さん

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
権
意
識
、
価
値
観
を
育
て
る

五
月
、
県
の
同
和
対
策
協
議
会
や

同
和
教
育
協
議
会
定
期
総
会
に
お
い

て
、
二

O
O
一
年
度
の
活
動
方
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
「
二
十

一

世
紀
の
幕
が
上
が
り
、
『
人
権
教
育

の
た
め
の
国
連
十
年
」
へ
の
取
り
組

み
も
七
年
目
を
迎
え
た
今
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
園
、
地

方
自
治
体
、
学
校
、
企
業
、
地
域
社

会
、
家
庭
は
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
持
っ
て
着
実
な
成
果
を
挙

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
「
同
対
審

答
申
」
以
来
、
同
和
教
育
が
人
権
教

育
を
リ
ー
ド
す
る
形
で
展
開
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
が
人
権
の
国
際
的

潮
流
と
合
体
し
て
、
や
っ
と
日
本
に

も
人
権
教
育
が
定
着
し
は
じ
め
て
き

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
同
和
教
育
か
人
権
教
育

か
と
い
っ
た
両
者
を
対
置
さ
せ
た
議

論
で
な
く
、
人
権
と
い
う
視
点
か
ら

「
同
和
教
育
」
を
ど
う
位
置
づ
け
し

な
お
す
か
と
い
う
こ
と
が
必
要
で

す
。こ

の
こ
と
を
裏
打
ち
す
る
よ
う
に

No.273 

人
権
と
同
和
教
育

一
九
九
六
年
の
地
対
協
の
意
見
具
申

で
は
、
「
こ
れ
ま
で
の
同
和
教
育
の

成
果
を
踏
ま
え
、
人
権
教
育
と
し
て

発
展
的
に
再
構
築
す
べ
き
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
ま
す
し
、
『
人
権
教
育

の
た
め
の
国
連
十
年
」
推
進
の
議
論

の
中
で
も
「
今
ま
で
の
同
和
教
育
の

成
果
を
踏
ま
え
、
今
後
は
人
権
・
同

和
教
育
と
し
て
充
実
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

更
に

『人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
中
で
、

「
同
和
教
育
だ
け
で
な
く
、
今
後
は

人
権
教
育
・
啓
発
が
不
可
欠
だ
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
権
意
識
の
低
い
人
に
対
し
て

は
、
単
に
「
差
別
は
い
け
ま
せ
ん
」

と
い
う
観
念
論
の
指
導
や
学
習
で
は

根
本
的
な
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

差
別
意
識
の
解
消
に
は
、
人
権
意

識
を
底
上
げ
す
る
た
め
の
人
権
教
育

や
啓
発
が
不
可
欠
だ
と
強
調
し
て
い

る
の
で
す
。

お
互
い
を

一
人
の
人
間
と
し
て
尊

重
し
合
う
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の

人
権
意
識
、
価
値
観
を
ど
う
育
て
て

い
く
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

問
ヲ

-~1d
lし¥三
万
勺

11 
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平成13年 6月1固まで

に皆様かうお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、190，529，966円
です。

え 洲城

かわら版

2巳復

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市政施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコー
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第 1係 内線352

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

大
洲
城
櫓
(
四
棟
)
は
、
往
時
の
建

築
様
式
や
建
築
技
術
を
知
る
こ
と
の

で
き
る
た
い
へ
ん
貴
重
な
文
化
財
で

す
。
近
世
の
大
洲
城
に
は
、
大
小
二

十
前
後
の
櫓
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
明
治
時
代
以
降
、
次
々
と
そ

の
姿
は
消
三
連
り
、
今
で
は
本
吹
山

台
所
櫓
・高
欄
櫓
、
二
の
丸
に
苧
綿

櫓、

三
の
丸
に
南
隅
櫓
の
四
棟
を
残

す
の
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

大
洲
城
櫓
は
、
い
ず
れ
も
昭
和
三

十
二
年
六
月
十
八
日
に
重
要
文
化
財

の
指
定
を
受
け
、
昭
和
三
十
年
代
か

ら
四
十
年
代
に
か
け
て
大
規
模
な
解

体
修
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
修
理
で
は
、
歴
史
を
後
世
に
正
し

く
伝
え
よ
う
と
史
実
に
忠
実
な
修
理

が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
全
容
は
修

理
報
告
書
に
克
明
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
四
つ
の
大
洲
城
櫓
は
「
元
禄

大
洲
城
あ
れ
こ
れ
!
2

1
昭
和
の
大
修
理
・
大
洲
城
櫓

i

合 24-2111企台所櫓

五
年
大
洲
城
絵
図
」
な
ど
か
ら
江
戸

初
期
に
は
既
に
建
物
が
あ

っ
た
こ
と

が
判
明
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
幕
末
に
な
り
火
災
や
地
震
の
被

害

(安
政
の
大
地
震
一
西
暦

一
八

五
七
年
)
を
受
け
た
た
め
、
四
櫓
全

て
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

明
治
時
代
か
ら
昭
和
二
十
八
年
に
か

け
て
と
き
お
り
部
分
的
な
修
理
が
行

わ
れ
て
お
り
、
昭
和
三
十
二
年
の
重

要
文
化
財
指
定
を
契
機
に
文
化
庁
の

指
導
の
も
と
、
大
規
模
な
解
体
修
理

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

解
体
修
理
は
、
文
化
庁
か
ら
推
薦

さ
れ
た
工
事
監
督
が
常
駐
し
、
絵
図

や
古
写
真一
な
ど
、
歴
史
資
料
に
基
づ

き
史
実
に
忠
実
に
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

解
体
前
の
調
査
で
は
、
建
物
の
外

。

観
及
び
内
部
、
後
世
に
改
変
さ
れ
た

痕
跡
や
仕
口
な
ど
記
録
写
真
の
撮
影

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
建
物
全

体
に
わ
た
り
実
測
調
査
が
行
わ
れ
、

曲
線
部
分
に
は
原
寸
の
型
板
が
作
製

さ
れ
る
な
ど
詳
細
な
調
査
が
行
わ
れ

修理前

....多聞櫓の一部が復元された

企南隅櫓

V高欄櫓

修理後

V苧綿櫓

修理前

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
各
部
材
に
は

一

つ
ひ
と
つ
番
号
が
付
さ
れ
、
再
用

材

・
取
替
材
・
補
修
材
に
分
類
さ

れ
、
新
補
材
を
使
用
す
る
場
合
に

は、
ん見
隠
れ
部
分
に
修
理
年
号
が

熔
印
さ
れ
ま
し
た
。

凪
悶
脳
掴
閣
凶
岡
国

台
所
櫓
と
高
欄
櫓
の
修
理
で
は
、

明
治
時
代
以
降
の
部
分
修
理
で
改
変

さ
れ
た
箇
所
を
元
通
り
に
復
元
す
る

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

苧

綿
櫓
と
南
隅
櫓
で
は
石
垣
工
事
も
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

台
所
櫓

間
仕
切
の
復
元
:
・

一
階
内
部
の
間

仕
切
が
撤
去
さ
れ
て
い
た
た
め
、
壁

貫
穴
な
ど
の
痕
跡
か
ら
位
置
を
確
定

し
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

二
階
下
見
板
張
り
の
復
元
・:二
階

の
下
見
板
張
り
が
撤
去
さ
れ
て
い
た

た
め
、
古
写
真
や
釘
跡
を
も
と
に
復

元
さ
れ
ま
し
た
。

多
聞
櫓
の
整
備
・・
・
解
体
時
に
桁
位

置
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら

一

階
に
多
聞
櫓
の

一
部

(
一
間
)
が
復

元
さ
れ
ま
し
た
。

高
欄
櫓

床
高
の
復
元
:
・
柱
に
墨
跡
が
残
っ

て
お
り
、
床
高
が
十
三

・
五

m
ほ
ど

上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た

た
め
、
床
高
が
元
位
置
に
戻
さ
れ
ま

し
た
。

12 

修理後

企苧綿櫓の石垣が
かさ上げされた

石
落
し
真
壁
の
撤
去
・
・・壁
下
地
に

洋
釘
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
本
来
は
な
か

っ
た
も
の
と
し

て
真
壁
が
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

多
聞
櫓
の
復
元
・
・・
台
所
櫓
と
同
様

に
一
部
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

苧
綿
櫓

石
垣
の
嵩
上
げ
・:
明
治
時
代
以

降
、
洪
水
に
よ
り
櫓
が
数
回
浸
水
し

て
い
た
た
め
、
石
垣
が
約
三

m
嵩
上

げ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
石
垣
を
積

み
足
し
た
こ
と
に
よ
り
櫓
位
置
が
西

南
方
向
に
若
干
後
退
し
ま
し
た
。

南
隅
櫓

石
垣
の
修
復
工
事
・・
・
南
面
に
極
端

な
苧
み
や
脱
落
石
が
見
ら
れ
、
崩
壊

寸
前
で
あ
っ
た
た
め
、
積
み
替
え
工

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
洲
城
櫓
は
、
昔
の
ま
ま
の
状
態

を
で
き
る
だ
け
保
持
し
、
後
世
に
伝

え
て
い
く
た
め
、
歴
史
資
料
を
も
と

に
こ
れ
ま
で
修
理
・
保
存
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

大
洲
城
天
守
閣
は
惜
し
く
も
明
治

二
十

一
年
に
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
大
洲
城
櫓
と
同
じ
く
古

写
真
や
雛
型
模
型
な
ど
数
多
く
の
資

料
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
建
物
そ
の
も

の
が
貴
重
な
歴
史
資
料
と
な
る
よ
う

文
化
庁
や
愛
媛
県
教
育
委
員
会
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
史
実
に
忠
実
な
復

元
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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5/26 合言葉は rChallenge21!ぼくらしく・わたしらしくJ
4、色、"
一ー_，

， 

'( 

創立40周年を迎えた大洲学園で、記念式典及び学園祭が行われました。
式典では、日ごろ作業班でお世話になっている企業などへ感謝状が贈られた後、

利用者の夢などを詰めたタイムカプセルが埋められました。また、学園祭は県警音
楽隊の演奏で始まり、元気一杯の学園太鼓が景気づけ。地域のみなさんが大勢訪れ
て、利用者とともにバザーやゲームなどを楽しみました。

5/11 楽しい総本ありがとう!

へX

子どもたちの健全な発育のために楽しい絵本をプレゼン卜。国際ソロプチミ
ス卜大洲(柴中雪子会長)のメンバ 4人が大洲保育所を訪れ、楽しい絵本な
ど18冊を園児たちに贈りました。

5/27 やってみよう 工コライフ!

メ
、ι
暮らしのなかで地球を守ろう!今年で9回目を迎えた530(ゴミゼロ)運動

が大洲の環境を良くする連絡協議会(三好康子会長)の主催で行われました。
環境意識の高揚を目的として行われたこの運動には、市民約500人が参加し

て肱川沿いなどの空き缶、ごみ回収に汗を流しました。

商業関係者などからの意見を聞き、中心市街地の活性化に役立てようと
「おおず街なか再生館」が市内中村の商庖街にオープンしました。来春整備予
定の「まちの駅」のTMO(まちづくリ機関)による運営や空庖舗の活用、イ
ンターネットによる情報発信などに取り組むことになっています。

5/3 咲き誇るツツジ園のなかで

色鮮やかなツツジが咲き乱れる富士山公園で、恒例のつつじまつりモデル撮
影会が開催されました。市内外から参加した写真愛好家ら約150人は、景色や
カメラの角度を工夫しながらシャνターを切っていました。
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保健センター823-0310

いきいき-

LifeI 
あなたの健康を
サポートします

7
月
の
各
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

{乳
幼
児
健
康
診
査
}

0
7月
3
日

ω
平
成
叩
年

6
月
生

0
7
月
刊
日
例
平
成
日
年
2
月
生
※

0
7
月
口
日

仰

平

成

日
年
ロ
月
生

受
付
時
間
日
時
1
日
時
加
分

持

参

品

母

子

手

帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

※
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要

【川
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
7月
9
日
開
平
成
ロ
年
9
月
生

受
付
時
間

9
時
加
分

1
m時

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

-・=I~!量.~jt;ヨ=ω主主主ヨ応司・

7月1日(日)清家産婦人科医院(東大洲)
合 24-6868

7月8日(日)泉内科医院 (東大洲)
まま24-6407

菊地内科 (長浜)
合 52-0209

【健
康
相
談

・
栄
養
相
談
}

0
7月
日
日
開

相
談
時
閉

山
時
1
ロ
時
、
日
時
1
日
時

持

参

品

健

康

手

帳

予
約
制

生
活
習
慣
病
予
防
検
診
・

が
ん
検
診
の
お
知
5
せ

今
後
の
健
康
管
理
に
役
立
て
る
た

め
、
検
診
を
き
ち
ん
と
受
け
ま
し
ょ
う
。

検
診
申
し
込
み
を
し
た
人
は
、
問
診

票
が
届
い
た
ら
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

食
生
活
習
慣
病
検
診
、
結
核
検
診
、
肺

・

国同

・
婦
人

・
大
揚
が
ん
検
診

五
郎
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

7
月
ロ
日
同

食
生
活
習
慣
病
検
診
、
結
核
検
診
、肺

・

胃

・
大
揚
が
ん
検
診
(
婦
人
が
ん
検
診

を
除
く
)

上
須
戒
連
絡
所

7
月
5
日
同

平
野
連
絡
所

7
月
刊
日
日
同
・
四
日
附

南
久
米
連
絡
所

7
月
初
日
同

-
U
日
幽

叩
歳
以
上
の
人
の
乳
が
ん
検
診
は
、

今
年
度
か
ら
、
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
イ
検
診
を
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

料
金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
洲
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査

・
相
談
}

7月15日(日)松元産婦人科医院(中村)
まま24-3067

7月20日樹 石川内科医院 (若宮)
合 24-3306

7月22日(日)小川整形医院(三の丸)
ft23-5596 

7月29日(日)中塚内科 (西大洲 )
包 24-0606

-E苅E彊~ヨ百園富田・

O
第
1
・
3
火
曜
日

【難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火

曜

日

日

時

1
日
時

【精
神
保
健
福
祉
相
談
}

O
第
3
金

曜

日

日

時

1
日
時

【
H
T
L
V

|
1
抗
体
陽
性
者
相
談
}

O
月
1
金
曜
日

9
時

l
m時
加
分

{女
性
の
健
康
相
談
}

O
第
3
木
曜
日

凶
時

1
口
時

【思
春
期
健
康
相
談
】

O
第
4
木
曜
日

日
時

1
日
時

【ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第
3
水
曜
日

日
時

1
日
時

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

日
時

1
ロ
時

献
血
の
お
知
5
せ

7
月
5
日
同

市
立
大
洲
病
院

叩
時

1
ロ
時

大
洲
ホ

1
ム

日

時

却

分

1
凶
時
却
分

ア
イ
パ
ッ
ク
ス
日
時

i
m時
泊
分

7
月
げ
白
川
内

大
洲
警
察
署

9
時
加
分

l
m時
却
分

ミ
ユ
ウ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
日
時

l
u
時
泊
分

大
洲
記
念
病
院
日
時
加
分
i
M
時
却
分

7
月
お
日
同

愛
媛
県
建
設
業
協
会
喜
多
支
部

日
時

i
m時

曜日によって救急当番医院は

変わります。昼間 ・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

医院まで。

市立大洲病院(西大洲)
岱 24-2151

大洲中央病院(東大洲)
包 24-4551

加戸病 院 (若宮)
ft24-5101 

月・火曜日

日

木~日曜日

曜水

新

刊

ziuAM9 

超

常

現

象

大

事

典

羽

仁

恋
す
る
女
は
み
ん
な
パ
カ

ま
つ
い
な
っ
き
著

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
結
婚

久
米
麗
子
・
久
米
宏
著

有
名
講
師
・
講
演
料

7
0
0
人
情
報

日
本
実
業
出
版
社
編

世
界
ノ
ホ
ホ
ン
⑨
商
売

白
川
由
紀
著

引
き
こ
も
る
父
親
出
す
ぎ
る
母
親

岡
本
き
よ
み
著

文
書
・
諸
届
・
メ
ー
ル
実
例
事
典

主
婦
と
生
活
社
編

自
己
破
産
の
手
続
き
の
進
め
方

石
橋
忠
文
著

日

本

国

憲

法

の

逆

襲

佐

高

信

編

小
さ
な
会
社
の
節
税
ア
イ
デ
ア
削

高
橋
敏
則
著

商
業
登
記
の
基
礎
知
識
岩
津
勇
著

誰

が

た

め

の

官

僚

塩

田

潮

著

教
科
書
の
な
い
小
学
校
小
松
恒
夫
著

く
す
り
は
い
つ
飲
め
ば
効
く
?

ヨ
ン
ヤ
マ

土
口
山
友
二
著

節
約
生
活
ロ
カ

月

山

崎

え

り

子

著

あ
け
び
と
木
の
枝
を
編
む
谷
川
栄
子
著

ピ
l
ズ

ワ

ー

ル

ド

国

土

口美
奈
著

大
っ
き
い
お
か
ず
小
っ
ち
ゃ
い
お
か

ず

ケ

ン

タ

ロ

ウ

著

ぼ

く

の

生

き

か

た

島

田

紳

助

著

世
界
の
名
著
で
英
文
読
解
力
が
身
に
つ

く

宮

崎

伸

治

著

シ
ョ
ウ
シ

俳

句

の

入

口

藤

田

湘

子

著

キ
リ
ュ
ウ

ミ
ザオ

ラ
・
ト
ラ
ヴ
ィ
ア
l
タ

桐

生

操

著

あ
な
た
が
い
な
い
島
石
崎
幸
二
著

礼
著

14 

ナ
ツ
オ

玉

蘭

桐

野

夏

生

著

春

画

椎

名

誠

著

鯨

の

突

く

海

内

田
康
夫
著

熊

の

敷

石

堀

江

敏

幸

著

片

想

い

東

野

圭

吾

著

災
厄
の
「
つ
ば
さ
」
山
号
西
村
京
太
郎
著

淡

墨

桜

宇

野

伴

江

子

著

葉
隠
の
名
将
鍋
島
直
茂
童
門
冬
二
著

犯

行

勝

目

梓

著

秘

画

出

久

根

達

郎

著

最
高
に
笑
え
る
人
生
命
日
野
綾
子
著

マ
ネ
l

メ
イ
カ
!
ズ
上
・
下

H
-
ヒ
ン
ガ
ム
著

テ
ス
タ
メ
ン
ト

J
・
グ
リ
シ
ャ
ム
著

憎
悪
の
果
実

S
・
グ
リ
ー
ン
リ

1
フ
著

|
|
手
元
に
お
い
て
お
き
た
い
と
思
え

る
本
に
出
合
え
た

・
こ
の
物
語
は
単
に

感
動
を
誘
う
だ
け
で
な
く
、
人
生
に

と
っ
て
何
が
重
要
な
の
か
を
読
者
に
問

い
か
け
て
い
る
作
品
な
の
だ
と
思
う
|

自
殺
を
決
心
し
た
私
の
命
を
、
あ
る
天

使
が
救
っ
て
く
れ
た
:
:
:
全
米
が
泣
い

た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説。

六
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

古
文
書
解
読
講
座

「
大
洲
藩
君
命
録
」

講
師

芳
我
一
章
先
生

日
時

6
月
訂
日
制

9
時
加
分
1
U
時
却
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館

4
階

O
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
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男
女
共
同
参
画
地
域
学
習
会

講
師
派
遣
の
ご
案
内

え
ひ
め
女
性
財
団
で
は
、
各
種
団

体
、
企
業
等
が
地
域
で
実
施
す
る
会

議
、
集
会
等
に
、
男
女
共
同
参
画
に
造

詣
の
、
深
い
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

各
種
大
会
、
会
議
、
職
場
研
修
等
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
募
集
数
]
日
団
体
(
受
付
順
)

{
経
費
負
担
】

派
遣
講
師
の
謝
金
及
び
旅
費
に
つ
い

て
は
財
団
が
負
担
し
ま
す
。

{
募
集
期
限
】

平
成
凶
年
2
月
初
日
同

{
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

側
え
ひ
め
女
性
財
団
(
松
山
市
)

合

0
8
9
・
9
2
7
・
5
1
1
1

第
初
回
愛
媛
県

身
体
障
害
者
体
育
大
会

5
月
初
日
側
、
愛
媛
県
総
合
運
動
公

園
(
松
山
市
上
野
町
)
で
、
第
叫
回
愛

媛
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
洲
市
か
ら
も
選
手
ロ
入
、
応
援
出

人
が
参
加
し
、
各
競
技
に
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

水道業者の A 
緊急漏水当番表 う立

j甫建設側

(有)

松

7月1日(日)

入
賞
者
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
砲
丸
投
げ
}

河

内

義

春

3
位

大

石

晴

直

2
位

西
田

徳
男

3
位

【

1
0
0
m
走】

山
岡

頼

夫

2
位

真
鍋
好
次
郎

3
位

{
走
幅
跳
び
]

中
川

健

1
位

石
川

宗
善

2
位

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
】

東

通

弘

I
位

※
順
位
は
、
全
種
目
と
も
障
害
区
分
別

市
町
村
振
興
宝
く
じ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ポ
発
売

-
等

・
前
後
賞
合
わ
せ
て

3
億
円
!

今
年
は
、
2
等
も
l
億
円

!

市
町
村
振
興
宝
く
じ
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
が
、
い
よ
い
よ

7
月
凶
日
聞
か
ら
発

売
さ
れ
ま
す
。

こ
の
宝
く
じ
は
、
通
信
販
売
で
も
買

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
発
売
期
間
】

平
成
日
年
7
月
日
日
開

1
8
月
3
日
幽

平
成
日
年
8
月
比
日

ω

{
抽
選
日
}

(有)いの水道設備
ft24-2216 
宮元建設
ft25-0242 

備)内回電気水道設備
ft25-2858 

谷本建設工業 (附
合 24-5161

キサ

オク夕、設備

ft24-3674 
上工業 側
ft24-3141 

(紛

(有)

7月7日出

7月8日(日)

7月14日出

学
び
た
い
!

そ
れ
が
入
学
資
格
で
す

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
で
授

業
を
行
う
、
教
養
学
部
の
大
学
で
す
。

入
学
の
チ
ャ
ン
ス
は
年
2
回

(
4
月
と

叩
月
)
で
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
文
・
社
会
・
自
然

・
産
業
等
の
幅

広
い
分
野
の
科
目
(
約
3
2
0
科
目
)

が
選
べ
ま
す
。
半
年
ま
た
は

1
年
在
学

し
、
希
望
の
科
目
を
l
科
目
だ
け
で
も

学
べ
ま
す
。
大
学
卒
業
資
格
H
学
士

(
教
養
)
の
学
位
が
と
れ
ま
す
。

【
出
願
受
付
期
間
]

平
成
日
年
6
月
日
日
1
8
月
日
日

【
授
業
開
始
】

平
成
日
年
同
月
1
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

〒

7
9
0
1
1
0
8
2
6

松
山
市
文
京
町
3
(愛
媛
大
学
内
)

怨

0
8
9
・
9
2
3
・
8
5
4
4

女
性
の
人
権
に
関
す
る

官
時
間
電
話
相
談

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

(
D

V
)
、
セ
ク
シ
ユ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン

西国興産
包 25-2197
藤水道庖
包 24-4410

央建設 側
企 24-3556
田水道庖
ft26-0265 

神田 鉄工所
ft24-4122 

淳山水道工事庖
ft24-2583 

側

中

西

(有)

佐

7月15日(日)

7月20日(鉛

7月21日出

ト
、
ス
ト
l
カ
l
行
為
、
女
性
差
別
、

離
婚
等
の
家
庭
内
問
題
な
ど
、
女
性
の

人
権
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。

【
名
称
]

女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る

ロ
時
間
電
話
相
談

平
成
国
年
6
月
却
日
幽

午
前
9
時

1
午
後
9
時

男
女
共
同
参
画
週
間

(6
月
お
日
か

ら
却
日
ま
で
の

1
週
間
)
に
合
わ
せ
て

実
施
。

【
電
話
番
号
】

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
(
通
話
料
無
料
)

n
U
1

ょっ
μ
n
u

・
ハU
q
L
「

D

-
Fhd
巳
d
n
u

【
相
談
担
当
者
】

弁
護
士
や
教
育
者
な
ど
様
々
な
経
験

を
も
っ
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す。 日
時
】

第
二
種
電
気
工
事
士

技
能
試
験
講
習

在
職
者
訓
練
(
第
二
種
電
気
工
事
士

技
能
試
験
講
習
)
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。

【
内
容
】

第
二
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験
に
関

戸電業社
合 25-2944
予 屋住設
会 24-2541

I成

伊

7月22日(日)

土居鉄工所
公 24-4519

岡福水道工事庖
ft24-3656 

(有)南予水道住設
ft25-1350 
塚鉄工所
合 25-0300

側

大

7月28日出

7月29日(日)

す
る
こ
と

{
受
講
者
}

在
職
者
で
電
機
関
係
に
興
味
の
あ
る

人
(
第
二
種
電
気
工
事
士
受
験
者
等
)

{
定
員
}

却
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

【
日
時
】

7
月
H
自
国
日
時
1
口
時

及
び
日
日
制
8
時
却
八刀
1
口
時
加
分

{
受
講
場
所
・
申
込
先
】

宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

字
和
島
市
柿
原
神
ノ
前

1
7
1
2

8
0
8
9
5
・
2
2
・
3
4
1
0

【
費
用
}

受
講
料
・
材
料
費
無
料

※
テ
キ
ス
ト
は
各
自
購
入

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V

「
ゆ
き
や
」
趣
味
の
藍
染

・
古
布
展

7
月
3
日
ω
1
7
月
8
日
目

V
山
田
き
よ
作
品
展

7
月
日
日
ω
1
7
月
辺
目
印

展
示
時
間
問
時

i
V
時

※
最
終
日
は
日
時
ま
で

年
末
ま
で
休
ま
す
開
館
!

お
お
、
ず
赤
煉
瓦
館

公
@
1
2
8
1

-
由
国
国
国
-
E
E
E
E
E

一

広
報
を
書
い
て
い
る
と
水
道
課
宛
て

酌

に
l
通
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
入
っ
て
き
ま

園

し
た
。
「
水
道
週
間

(6
/
1
1
6
/

圃

7
)
の
宣
伝
カ
l
に
出
会
い
、
じ
ゃ
口

圃

の
パ
ツ
キ
ン
取
替
え
を
依
頼
し
た
ら
快

園

く
取
替
え
て
も
ら
い
:
。
臼
頃
は
忘
れ

圃

が
ち
な
水
の
恩
恵
と
、
節
水
の
大
切
さ

圃

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
」
と
い
う
も
の

0

.

夏
に
な
る
と
水
と
親
し
む
機
会
も
増

一

え
て
き
ま
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠

U

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水
の
大
切
さ
を

園

も
う

一
度
見
直
し
、
そ
の
源
と
な
っ
て

園

い
る
肱
川
の
自
然
を
み
ん
な
で
大
切
に

圃

守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

(
や
)

15 
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内
本目 談 内 t円相茸 日 日寺 な ど 場 所 1;J. ど 聞い合わせ先

交通事故相談 7 月 9 日(月 )/10時~ 1 5時 市役所3階会議室 総務財政課父通安全係
(愛媛県) 7 月 25日 (水)/10時~ 1 5時 市役所 3階会議室 まま24-2111 内線323

人 ~i キ目 談 7 月 13日 (金)/1 0時~12時 柳沢公民館
急ぐときは法務眉 宮 24-4155

(法務省) 7 月 19日(木)/1 0時~15時 市役所 3階会議室

人権擁護委員による 毎週月 ・水・金曜日 法務局大洲支部
法務眉大洲市局 合 24-4155

書E 料 ヰ目 談 商 (休日を除く)9 時~16時 人権相談室

イ'ヲー 政 相 談
7 月 28日 (土)/1 0時~16時 市民会館

急ぐときは fi24-5072 (山本)
(総務庁) fi24-4294 (辻)

市民法律相談 7 月 28日 (土)/10時~16時 市民会館
※予約が必要。総務財政課行政係

合 24-2111 内線328

社会保健相談
7月 5 日(木)/1 0時~ 1 5時30分

大洲間工会議所
松山西社会保健事務所

7月 18日 (水)/10時~15時30分 合 089-925-5105

不動産無 料相談 7 月 15日(日 )/ 9 時~16時 宅建協会大洲支部 岡上田喜六不動産 fi24-4452 

l一般相談 毎週月 ・水 ー金曜日 社会福祉協議会相談室
Ij)酉Eごと l法律相談 毎週火曜日

(総合福祉センター1階) 社会福祉協議会 宮 23-0313
相 z昆，胤 ll 介護相談 毎週木曜日

(直通)fi23-5629 
l電話相談 1 0時~ 1 2時、 13時~16時

家庭児童 相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 合 24-2111 内線177

同和問題に 関 す る
毎日の執務時間中

大洲隣保館 fi24-6100 
何 で も 本目 談 大洲福祉会館 合 25-0947

青少年相 談電話 毎日の執務時間中 青少年センター 公 24-7830

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 会 24-1414

宮E
::;to之と

ー"lII'!".

ιー談本目

※いすれも無料です。お気軽にご相談ください。

母
電
電
盤
面
骨
曾
見

第
7
回

寿
永
寺
に
眠
る
国
島
六
左
衛
門
(
肱
南
)

幕
末
混
乱
期
、
海
援
隊
や
坂
本
龍
馬
と
斐
友
関
係
に
あ
り
、

大
洲
藩
の
蒸
気
船
「
い
ろ
は
丸
」
購
入
に
か
か
わ
る
な
ど
、
歴

史
を
駆
け
抜
け
た
人
物
が
い
ま
し
た
。

龍
馬
は
長
崎
に
在
り
、
亀
山
社
中

(の
ち
の
海
援
隊
)
の
事

業
拡
大
か
ら
「
船
が
欲
し
い
」
と
始
終
言
っ
て
い
た
頃
で
し
た
。

六
左
衛
門
は
、
鉄
砲
購
入
の
藩
命
を
受
け
て
派
遣
さ
れ
、

結
局

は
龍
馬
の
説
得
に
応
じ
蒸
気
船
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
後、

不
慣
れ
な
貿
易
の
た
め
の
不
手
際
の
た
め
か
又

は
藩
外
討
幕
派
と
の
受
流
を
責
め
ら
れ
た
の
か
、
藩
内
佐
幕
派

に
追
い
詰
め
ら
れ
、
長
崎
で
切
腹
し
果
て
て
し
ま
い
ま
す
。
遺

体
は
運
ば
れ
、
寿
永
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
中
央
公
民
館
の
木
戸
さ
ん

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

....国島六左衛門の墓 (写真提供は村上恒夫
さん)

大洲市内の交通事故

5月末現在 昨年同期

件数 111 124 

負傷者 135 175 

死者 2 1 

市民の動き

平成13年 5月31日現在

39，222人 (+ 31) 出生 41人 (+13)

18，684人 (+ 13) 死亡 34人 (+10)

20，538人 (+ 18) 

14，561世帯 (+ 18) 

人口

男

女

世帯数

今月の納税は

国民健康保険税 1期
固定資産税2期

16 

( )内は対前月比納期は 7月31日です
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